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ま
で
。

業
の
体
制
を
立
て
直
す
回
復

力
を
学
ぶ
機
会
に
も
な
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。
東
京
湾
沿

岸
だ
け
で
な
く
、
台
風
が
通

過
し
た
四
国
・
関
西
・
東
海

・
関
東
・
東
北
・
北
海
道
地

方
か
ら
も
資
料
を
提
供
い
た

だ
け
れ
ば
」と
話
し
て
い
る
。

る
。齊

藤
社
長
は
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に

お
け
る
災
害
対
策
だ
け
で
な

く
、
そ
の
後
の
関
東
大
震

災
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
の

戦
災
を
乗
り
越
え
て
復
興
・

発
展
し
て
ゆ
く
、
東
京
の
都

市
と
し
て
の
再
生
能
力
・
企

同
社
は
昭
和
３１
年
に
中
央

区
月
島
で
創
業
し
た
。
そ
の

月
島
に
在
住
す
る
齊
藤
社
長

は
評
論
家
・
中
国
文
学
者
だ

っ
た
竹
内
好
氏
に
つ
い
て
研

究
す
る
「
竹
内
好
を
記
録
す

る
会
」
に
所
属
し
、
同
氏
の

日
記
に
「
当
時
月
島
在
住
だ

っ
た
安
岡
正
篤（
陽
明
学
者
）

の
９
月
３０
日
の
暴
風
雨
に
つ

い
て
の
随
筆
が
面
白
い
」
旨

の
記
述
が
あ
っ
た
事
か
ら
関

心
を
持
っ
た
。

今
年
が
高
潮
発
生
１
０
０

周
年
に
あ
た
る
事
で
記
録
編

纂
の
必
要
性
を
感
じ
、
昨
年

１１
月
か
ら
各
方
面
へ
資
料
提

供
の
〝
声
か
け
〟
を
行
な
い

な
が
ら
、
当
時
の
新
聞
報
道

・
官
公
庁
の
記
録
や
隅
田
川
・

東
京
湾
沿
岸
地
域
に
事
業
所

の
あ
っ
た
企
業
の
社
史
、
さ

ら
に
は
作
家
の
随
筆
な
ど
を

集
め
て
編
纂
を
す
す
め
て
い

参考文献や編纂した資料集を
並べる齋藤社長
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の
生
産
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
自
動
車
向
け
製
品
に
活
か

す
余
地
も
あ
り
そ
う
だ
。

片
山
鋲
螺
工
業
㈱
・
本
社

＝
東
京
都
港
区
芝
大
門
２
―

１１
―
４
、
電
話

１１

０３
―
３
４
３

市
）
も
加
工
工
程
を
連
携
す

る
上
で
ま
す
ま
す
重
要
な
位

置
付
け
と
な
る
。

ク
リ
ー
ン
洗
浄
、
ク
リ
ー

ン
梱
包
、
繊
細
な
段
取
り
技

術
な
ど
、
Ｈ
Ｄ
Ｄ
向
け
ね
じ

子
会
社
で
自
動
車
向
け
の
特

殊
ナ
ッ
ト
製
品
を
生
産
す
る

大
東
螺
子
㈱
（
静
岡
県
裾
野

品
用
の
ヘ
ッ

ダ
ー
の
ほ

か
、
中
径
ク

ラ
ス
を
生
産

す
る
４
段
、

６
段
の
フ
ォ

ー
マ
も
保
有

し
て
い
る
。

現
在
、
タ
イ

工
場
と
同
様

に
Ｎ
Ｃ
制
御

の
切
削
・
研

削
機
も
一
部

導
入
し
て
お

り
、
フ
ォ
ー

マ
と
Ｎ
Ｃ
機

器
に
よ
る
複

合
加
工
部
品

の
生
産
も
本

格
化
を
目
指

し
て
い
く
。

を
国
内
に
戻
し
て
活
か
す
動

き
も
あ
る
。
国
内
生
産
拠
点

で
あ
る
越
谷
工
場
は
、
小
径

加
工
部
品
だ
。
Ｎ
Ｃ
加
工
機

に
よ
る
切
削
・
研
磨
加
工
を

加
え
て
パ
イ
プ
状
の
特
殊
部

品
な
ど
を
生
産
し
て
い
る
。

社
内
保
有
の
６
段
フ
ォ
ー
マ

ー
に
よ
る
ヘ
ッ
ダ
ー
ブ
ラ
ン

ク
品
を
二
次
加
工
す
る
製
品

の
ほ
か
、
バ
ー
材
か
ら
削
り

出
す
製
品
も
あ
り
、
切
削
・

研
削
技
術
を
磨
い
て
き
た
。

タ
イ
工
場
で
培
っ
た
技
術

コ
ン
を
中
心
に
増
え
て
お

り
、
同
社
で
は
今
後
Ｈ
Ｄ
Ｄ

向
け
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
も
徐
々

に
需
要
が
減
っ
て
い
く
こ
と

を
予
測
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
技
術
を
蓄

積
し
て
き
た
の
は
自
動
車
向

け
の
特
殊
部
品
だ
。
元
々
、

タ
イ
工
場
（
ア
ユ
タ
ヤ
）
は
、

Ｈ
Ｄ
Ｄ
を
は
じ
め
と
し
た
産

業
機
器
向
け
フ
ァ
ス
ナ
ー
を

供
給
す
る
目
的
で
開
設
し
た

拠
点
だ
が
、
現
地
取
引
先
を

き
っ
か
け
に
生
産
し
て
い
る

の
が
、
切
削
・
研
磨
加
工
を

加
え
た
自
動
車
向
け
の
複
合

主
力
と
な
る
マ
イ
ク
ロ
ね

じ
の
供
給
先
で
あ
る
ハ
ー
ド

デ
ィ
ス
ク
（
Ｈ
Ｄ
Ｄ
）
は
、

カ
ー
ナ
ビ
な
ど
の
車
載
機
器

向
け
や
ク
ラ
ウ
ド
技
術
の
発

達
に
よ
っ
て
需
要
が
増
し
て

い
る
サ
ー
バ
ー
向
け
が
増
加

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
Ｈ
Ｄ
Ｄ

向
け
の
マ
イ
ク
ロ
ね
じ
も
同

社
で
は
安
定
し
た
供
給
を
維

持
し
て
い
る
。
一
方
で
個
人

向
け
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
Ｈ
Ｄ

Ｄ
の
替
わ
り
に
衝
撃
や
振
動

に
強
い
ソ
リ
ッ
ド
ス
テ
ー
ト

ド
ラ
イ
ブ
（
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）
を
搭

載
す
る
機
種
が
ノ
ー
ト
パ
ソ

片
山
鋲
螺
工
業
㈱
（
東
京
都
港
区
、
片
山
秀
次
社
長
）
は
、
タ
イ
工
場
で
育
成
し
て
き
た
自
動
車
部
品
向
け
製
品
の

技
術
を
国
内
で
も
活
か
せ
る
よ
う
に
、
越
谷
工
場
（
埼
玉
県
）
の
切
削
・
研
磨
設
備
の
強
化
を
目
指
す
。

タイ工場の切削・研磨棟

越谷工場の自動車部品向け棟

ッ
ト
（
Ｍ
タ
イ
プ
）
」
も
ラ

イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
る
。

サ
イ
ズ
は
Ｍ

８
～
Ｍ
１
５
０

ま
で
対
応
。
ま

た
、
メ
ー
ト
ル

の
み
な
ら
ず
ウ

ィ
ッ
ト
サ
イ
ズ

で
も
製
作
可

能
。
材
質
は
Ｓ

Ｓ
４
０
０
を
中

心
に
、
Ｓ
４５

Ｃ
、
Ｓ
Ｃ
Ｍ
４

３
５
、
ス
テ
ン

レ
ス
、
そ
の
他

様
々
な
材
質
に

対
応
し
て
い

る
。な

お
、
同
シ

リ
ー
ズ
に
「
フ

ジ
ク
イ
ッ
ク
ナ

立
て
作
業
で
の
仮
締
め
な
ど

で
採
用
さ
れ
て
い
る
。

れ
、
風
力
発
電
機
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
現
場
や
発
動
機
の
組

山
に
合
わ
せ
締
め
込
む
だ
け

で
作
業
が
完
了
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
ね
じ
の
取
付

け
・
取
外
し
に
手
間
や
時
間

が
掛
か
っ
て
い
た
よ
う
な
箇

所
で
も
、
「
フ
ジ
ク
イ
ッ
ク

ナ
ッ
ト
」
で
あ
れ
ば
容
易
に

着
脱
で
き
る
た
め
、
作
業
コ

ス
ト
の
削
減
へ
と
繋
が
る
。

そ
の
上
、
強
度
も
保
証
付
き

で
あ
る
。
荷
重
試
験
を
ク
リ

ア
し
て
お
り
（
例
：
Ｍ
２０
…

９
８
０
０
ｋ
ｇ
ｆ
）
、
締
結

箇
所
の
安
全
を
確
保
す
る
。

こ
う
し
た
特
徴
が
評
価
さ

は
、
真
ん
中
か
ら
二
つ
に
分

割
し
継
ぎ
目
を
柔
ら
か
い
樹

脂
で
接
合
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
ナ
ッ
ト
を
観
音
開

き
に
し
て
横
方
向
か
ら
ボ
ル

ト
へ
装
着
出
来
る
。
樹
脂
は

耐
熱
性
に
優
れ
、
プ
ラ
ス
ね

じ
で
二
カ
所
ナ
ッ
ト
へ
留
め

ら
れ
て
い
る
。

上
ナ
ッ
ト（
被
せ
ナ
ッ
ト
）

は
、
ボ
ル
ト
の
ね
じ
山
と
嵌

合
さ
せ
る
こ
と
な
く
締
め
付

け
た
い
箇
所
ま
で
一
気
に
通

し
、
締
め
付
け
面
で
下
ナ
ッ

ト
（
受
け
ナ
ッ
ト
）
の
ね
じ

㈱
富
士
製
作
所
（
東
大
阪

市
）
は
、
「
フ
ジ
ク
イ
ッ
ク

ナ
ッ
ト
」
で
こ
の
ほ
ど
特
許

を
取
得
し
た
。
特
許
番
号
６

０
５
２
５
３
１
号
。

◇

「
フ
ジ
ク
イ
ッ
ク
ナ
ッ

ト
」
は
、
上
下
一
体
型
の
特

殊
形
状
の
ナ
ッ
ト
で
あ
り
、

締
め
付
け
が
困
難
な
箇
所

や
、
何
度
も
付
け
替
え
る
時

の
早
締
め
作
業
に
便
利
。
特

に
ね
じ
部
が
長
い
ボ
ル
ト
と

の
締
結
に
効
果
的
で
あ
る
。

下
ナ
ッ
ト（
受
け
ナ
ッ
ト
）

フジクイックナット遺

に
対
し
て
は
同
形
状
の
物
を

大
量
に
加
工
す
る
為
、
加
工

精
度
の
確
認
と
微
調
整
（
再

度
の
曲
げ
加
工
）
を
繰
り
返

す
作
業
が
大
き
な
手
間
と
な

っ
て
い
た
が
、
今
回
の
導
入

に
よ
り
〝
均
質
な
加
熱
〟
と

〝
均
質
な
力
の
掛
け
方
〟
で

効
率
的
に
生
産
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。

受
注
し
た
。

同
社
の
行
な
う
曲
げ
加
工

に
お
い
て
は
、
一
方
向
に
曲

げ
た
上
で
、
そ
の
先
端
部
分

で
別
軸
（
別
の
方
向
）
に
さ

ら
に
曲
げ
、
そ
の
上
そ
れ
を

左
右
対
称
に
行
な
う
等
、
立

体
的
で
複
雑
な
曲
げ
加
工
を

行
な
っ
て
い
る
。

特
に
ロ
ッ
ト
の
多
い
製
品

じ
て
い
た
。

導
入
に
際

し
て
は
、
平

成
２６
年
度
補

正
「
も
の
づ

く
り
・
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
革

新
補
助
金
」

を
活
用
し
、

専
用
の
設
計

の
為
メ
ー
カ

ー
に
は
セ
ミ

オ
ー
ダ
ー
メ

ー
ド
の
形
で

と
し
た
太
径
の
鋼
材

へ
の
曲
げ
加
工
に
は

石
炭
炉
と
バ
ー
ナ
ー

の
併
用
を
行
な
っ
て

い
た
が
、
表
面
の
加

熱
具
合
に
〝
ム
ラ
〟

が
あ
り
、
加
工
時
の

力
の
掛
け
方
次
第
で

曲
が
り
方
に
差
が
生

た
。従

来
、
φ
４８
～
４８

５８
を
中
心

太
径
の
鋼
材
向
け
に
均
質
な

曲
げ
加
工
が
可
能
と
な
っ

同
社
は
昨
年
８
月
に
高
周

波
誘
導
加
熱
装
置
を
導
入
、

丸
善
機
工
㈱
（
東
京
都
大
田
区
※
本
社
は
中
央
区
）
の
齊
藤
善
行
社
長
は
、
大
正
６

年
９
月
３０
日
か
ら
翌
日
に
か
け
て
東
京
湾
沿
岸
地
域
で
台
風
の
通
過
に
よ
り
発
生
し
た

高
潮
（
通
称
〝
大
正
６
年
の
大
津
波
〟
）
の
資
料
を
編
纂
中
で
、
こ
の
台
風
及
び
高
潮

被
害
の
記
録
を
持
つ
企
業
か
ら
の
資
料
提
供
を
募
集
し
て
い
る
。

装置の加熱を行なう部分
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富
士
製
作
所

「
フ
ジ
ク
イ
ッ
ク
ナ
ッ
ト
」で
特
許

丸 善 機 工 片
山
鋲
螺

精
密
品
ノ
ウ
ハ
ウ
活
か
し
て

誘
導
加
熱
装
置
を
導
入

タイの切削・研磨技術を日本でも

装置本体

大
正
時
代
の
研
究
で

高高
潮
被
害
の
資
料
を
収

高
潮
被
害
の
資
料
を
収
集集

自
動
車
部
品
向
け
を
強

自
動
車
部
品
向
け
を
強
化化
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